
 

区分

講師名 AKI

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンス・エンターテイメント 年次

2 クラス S2

1 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

オーディションに向けてクセを直し様々な振付に慣れ
て振り覚えを早くするとともに自己表現力をあげる

授業形態：講義

ただ振付を踊るのでなく様々な役で踊れるようになる。
表現力を身につける。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

現在の自分のレベルを知る

オーディション対策Ⅰ 5 ふり覚えを早くする

1

内容 点数

レベルチェック 5

実技テスト 実技 15 Ⅰ・Ⅱのまとめテスト

オーディション対策Ⅱ 5 役を演じて踊る

オーディション対策Ⅳ 5 覚えた振りを自分の表現で発表する

オーディション対策Ⅲ 5 様々な振付を覚える

9

10

自己表現トレーニングⅠ 5 相手に自分の長所を伝える

実技テスト 実技 15 Ⅲ・Ⅳのまとめテスト8

表現力トレーニングⅠ 5 振付の間のフリーでしっかり表現する

10/２５・11/２９　実技　　（追試：母数減らし）

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

動ける服装
シューズ（何でも可）

自己表現トレーニングⅡ 5 自己アピール力を身に付ける

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

試験ｗeek対策 5 試験weekの課題をクリアにする

11

12

課題振付 5 試験weekの振付を覚える

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 リズムダンスⅠ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

テーマパークにてエンターテイナーとして6年間勤務

表現力トレーニングⅡ

2

3

4

5 体をしっかり使って表現する



 

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 Brush　UpトレーニングⅡ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

某大阪テーマパークにてダンサー、振付などで約15年
以上勤務。劇団、スタジオ、スクールにて指導しなが
ら、テーマパークで振付演出に携わる。

鈴鹿サーキット練習

2

3

4

5 〃

鈴鹿サーキット練習 10 〃

11

12

鈴鹿サーキット練習 5 〃

公欠は母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

鈴鹿サーキット練習 10 本番に向けて踊りこみ

13

14

試験ＷＥＥＫ なし 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

9

10

鈴鹿サーキット練習 5 〃

鈴鹿サーキット練習 5 〃8

鈴鹿サーキット練習 5 〃

鈴鹿サーキット練習 5 〃

鈴鹿サーキット練習 10 振付を覚えれるように練習

振付 10 音楽に合わせて、表情も訓練する

コンビネーション～Rorget you 10 丁寧に踊る

見せ方を学ぶ

コンビネーション～Rorget you 10 振り覚えの強化

1

内容 点数

UP筋トレアイソレWairkingポー
ズ

10

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

・ダンス授業でクリアにならなかった授業を復習・反
復する。
・スキル向上のためのレッスン
・反復練習でより正確に体に覚えさせ、自己肯定感を
高める　　　　　　　　　　　　・表現力強化

授業形態：講義

Brush up が必要ない場合は通常レッスンを進める

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

区分

講師名 田村さやか

授 業 計 画 書

学部 昼
科

コース
ダンス・エンターテイナー科 年次

2 クラス S2

1 必修 専門科目



 

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

実技

総時間数 30 単位数

科目名 HIP HOP Ⅱ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

・USJ 3年
・某高校ダンス部コーチ 9年

基礎・ステップ応用・振り付け

2

3

4

6 全身で表現して音にノッて踊る

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 全身で表現して音にノッて踊る

11

12

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 全身で表現して音にノッて踊る

公欠扱いに関しては母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 2 全身で表現して音にノッて踊る

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

9

10

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 全身で表現して音にノッて踊る

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 基礎の底上げ・大きく動けるように8

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 基礎の底上げ・大きく動けるように

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 基礎の底上げ・大きく動けるように

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 基礎の底上げ・大きく動けるように

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 基礎の底上げ・大きく動けるように

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 基礎の底上げ・大きく動けるように

基礎の底上げ・大きく動けるように

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 6 基礎の底上げ・大きく動けるように

1

内容 点数

基礎・ステップ応用・振り付け 実技 2

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

様々な身体の使い方・音へのアプローチの理解を深
め、よりビートにノッて踊れるように鍛錬し、力を身
に着ける。

授業形態：講義

ストレッチ→アイソレーション→リズムトレーニング→ス
テップ→振り付け

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

区分

講師名 Dollar

授 業 計 画 書

学部 昼
科

コース
ダンス・エンターテイナー科 年次

2 クラス S2

1 必修 専門科目



 

区分

講師名 ＲＩＮ

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンスエンターテイナー科 年次

2 クラス Ｓ２

1 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

柔軟性、筋力などのダンスの基礎力を前期同様さらに
強化すると同時に、観ている人の心を動せるよう表現
や技術を身につける。

授業形態：講義

基礎部分ではターンやジャンプ、柔軟、筋力、体力、ジャズ
の基本となる部分を繰り返しすることで体におぼえさせる。
コンビネーションではたくさんの音楽に合った表現を考え、
授業内で習得する訓練をする。後半は作品を作る。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

基礎部分の見直し

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション１ 5
基礎力強化＋コンビネーション振りを
素早く覚える

1

内容 点数

基礎力強化、振り返り 5

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション１ 5 振付を習得し授業内で発表

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション１ 5
基礎力強化＋コンビネーション振りを
覚えたところからさらに高める

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション２ 5 基礎力強化＋技術の精度を上げる

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション２ 5 基礎力強化＋表現力ｕｐ

9

10

作品制作 5 全員で合わせる協調性を学ぶ

作品制作 5 技術を磨き表現の幅を広げていく8

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション２ 5 振付を習得し授業内で発表

全日実技試験・母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

作品仕上げ　後期おさらい 5 作品を完成させ精度を上げていく

13

14

試験ＷＥＥＫ 1/0

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

ＪＡＺＺレッスン　試験コンビネーション振り渡し 5 試験内容発表、課題練習

11

12

作品制作 5
繰り返し練習し、作品を自分たちのも
のにしていく

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 ＪＡＺＺⅢ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

オリエンタルランド、ＵＳＪにてダンサーとして約１０
年活動。テーマパーク、各種イベントなどの振付。

作品制作

2

3

4

5
フォーメーションを的確に覚え、対応
力を身につける



 

区分

講師名 Mizuki

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンスエンターテイナー科 年次

2 クラス S2

1 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

各々目標を持ちそれをクリアするために必要なことを
考え、それを体現できるようになる。

授業形態：講義

引き続き基礎トレーニングを丁寧に行っていきつつ、そこに
個々のカラー・表現をつけながら意識的にも、動きにも流れ
を繋げていくトレーニングをする。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

夏休み各々頑張ってきた成果を見る

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5 そこに強弱をつけて踊る

1

内容 点数

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5 意識を先までもっていく

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5 音を聞き、そこにはめて踊る

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5
表情だけでなく動きにもカラーをつけ
る

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5
歌詞の意味を理解し、それに沿った表
情をつける

9

10

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5 長い振付を覚える

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5 その意識を途切れさせない8

基礎トレーニング・コンビネーション 実技 5 動きに流れをつけることが出来る

全日実技試験・母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

動きやすい服装・飲み
物

1年を振り返って 実技 5
自分の足りないのも目指すものの再確
認

13

14

試験ＷＥＥＫ 1/0

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

試験WEEK振り渡し 実技 10 そこに自分のカラーをのせる

11

12

試験WEEK振り渡し 実技 5 正確に覚える

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

実技

総時間数 30 単位数

科目名 JAZZⅣ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

2013年より現在までUSJでダンサーとして活動。
スタジオではJAZZの講師として後生の育成に努める

基礎トレーニング・コンビネーション

2

3

4

5 人に魅せるという意識をもって踊る



 

区分

講師名 松岡ありさ

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンスエンターティナー 年次

2 クラス S2

1 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

ＭＣのできるダンサーが求められる中、プロのＭＣと
して活躍するための、基礎力として、魅力的な声、正
しく聞き取りやすい発語、さらにお客様の心をつかむ
ことのできる司会の力を磨く。前期でのトレーニング
を受け、より実践的な力を手に入れる。

授業形態：講義

■ナレーション：声だけの表現に取り組み、録音を行う。
■子供向けMC：ファミリーショーの実践により、楽しく物語
に巻き込む力を手に入れる
■オリジナルMC：自身で役作りをし、音楽を選ぶことで、創
作力やオリジナリティを磨く

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

録音のためのアナウンス原稿の練習

ナレーション録音②・模擬ショーWS 実技 10 録音、模擬ショーのチーム決めを行う

1

内容 点数

概要説明、ナレーション録音①

子供向け模擬ショー②ブロッキング
暗記テスト、ブロッキング（立ち稽
古）

子供向け模擬ショー①本読み 本読みを行う。

子供向け模擬ショー③通し稽古 実技 5 通し稽古を行い、流れをつかむ

子供向け模擬ショー③暗記テスト 実技 10 細かいシーン稽古を行い精度を上げる

9

10

発表「私のすきなもの」 実技 10
自分の好きなものを発表：田中照人先
生

子供向け模擬ショー：発表 実技 15 お客様を呼び模擬ショーの発表を行う8

子供向け模擬ショー④ドレスリハ 実技 5 衣装ありの通し稽古を行う

10/16　実技（追試：欠席日より２週間後までに行う）

11/6・11/13・11/20・11/27・12/4・1/22・1/29
実技（追試：母数減らし）

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

プリント

１分間発表：振り返り
オーディションに向け1分間の構想を練
る

13

14

試験ＷＥＥＫ 持込み物：なし

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

オリジナルMC③発表 実技 10 大人向けショーの発表を行う

11

12

オリジナルMC②暗記テスト 実技 5 大人向けショーの暗記テスト

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 MCトレーニングⅡ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

USJエンターティナー　2002年～2016年（14年）
USJクリエィティブ（演出）2006年～2019年（13
年）
司会業　2009年～2019年（10年）

オリジナルMC①本読み

2

3

4

大人向けショーの本読みを行う



 

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

課題

総時間数 30 単位数

科目名 キャラクタートレーニングI

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

テーマパークにて
9年間エンターテイナーをしていました。

ストーリーを作ってみよう

2

3

4

5
チームにわかれて「ストーリー」を考
え、そのストーリーにアクティングを
付けていく。

試験weekに向けて 5 試験weekに向けてダンスの振り写し

11

12

ストーリーを発表しよう 10 考えたストーリーを発表する

母数減らしで対応



Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

タオル
飲み物
動きやすい服装
動きやすい靴
（ダンスシューズな
ど）

ドレス着用日は着替
え、飲み物を多めに持
参すること。（あれ
ば、バンダナも）

まとめ 5 今までの授業のおさらい

13

14

試験ＷＥＥＫ キャラクターダンス
アクティング（課題は当日発表する）

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

9

10

ドレスを着てダンス② 実技 10 ドレスを着用してダンスを踊る②

ドレスを着てダンス① 実技 10 ドレスを着用してダンスを踊る①8

ダンスを踊ってみよう② 5 キャラクター別のダンスを学ぶ②

ダンスを踊ってみよう① 5 キャラクター別のダンスを学ぶ①

どんな動きが出来るかな？！ 5
与えられたキャラクター設定を、理解
し、どのように表現するかを学ぶ。

ドレスを着てグリーティング！ 実技 5
ドレスを着用し動き、表現の仕方を学
ぶ。

グリーティングしてみよう！ 5
キャラクターになりきり
ゲストと遊ぶ、接するを学ぶ

前期の振り返りをし後期の授業につな
げる。

体を使って表現しよう 5
体の動かし方
表現の仕方を細かく学ぶ

1

内容 点数

講師自己紹介・授業概要説明
前期の授業の振り返り 5

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

※前期の授業を振り返り更に深く「キャラクターと
は？」を掘り下げていく。

※表現方法や動き方などを学び
       発表してみる。

授業形態：講義

※ドレスを着用し、動き、踊る
     ・ドレスの大切さを学ぶ
※アクティングを学び、表現する
     ・自分たちで考え発表する

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

区分

講師名 こばやん

授業計画書

学部 昼
科

コー
ス

ダンス・エンターテイナー科 年次

2 クラス S2

1 必修 専門科目



 

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 バレエ基礎Ⅳ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

USJにてパレードダンサー、アクトレスとして５年
間出演。その後京都水族館にてイルカパフォーマン
スのMCパフォーマーとして４年間出演。

バレエ基礎+クロス練習

2

3

4

7 基礎内容を使い、クロスに慣れる

バレエ基礎+クロス練習 7 基礎内容を使い、クロスに慣れる

11

12

バレエ基礎+クロス練習 7 基礎内容を使い、クロスに慣れる

すべて母数減らしとする。

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

レオタード、バレエ
シューズ、飲み物、タ
オル

バレエ基礎+一年のまとめ 10 一年で学んだバレエをみせる

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：普段の授業通り

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

9

10

バレエ基礎レッスン 7 基礎をしっかり理解した状態にする

代講

バレエ基礎レッスン 7 ２週分の吸収したことをみせる8

YURI先生バレエ授業 YURI先生のバレエを吸収する

MOMOKO先生バレエ授業 MOMOKO先生のバレエを吸収する

バレエ基礎レッスン 7 前期より成長した部分を出す

バレエ基礎レッスン 7 前期より成長した部分を出す

バレエ基礎レッスン 7 前期より成長した部分を出す

外部発表でも得たスキルを出す

バレエ基礎レッスン 7 前期より成長した部分を出す

1

内容 点数

バレエレッスン＆スキルチェック 7

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

バレエ用語をはじめ、ストレッチなどのバレエの基
礎を徹底し、応用に活かせるための基盤を完成させ
る

授業形態：講義

基礎のレッスン内容を含め、オーディションに必要な身体
の柔軟性や技術、表現力を自分で理解する

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

区分

講師名 松田えりか

授業計画書

学部 昼 科
コース バレエ基礎Ⅳ 年次

2 クラス S2

1 必修 専門科目



 

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

実技

総時間数 30 単位数

科目名 バレエ基礎Ⅵ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

2003年から2010年までユニバーサルスタジオ
ジャパンでエンターテイナーとして勤務。並行して
クラシックバレエ講師としてのスタジオなどでの勤
務。

バー、センター、テスト

2

3

4

10 グランワルツテスト

バー、センター 4 試験WEEK振り

11

12

バー、センター 4 試験WEEK振り

10/24、11/21、1/16 実技   (追試は母数減らし)試験WEEKあり 

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

レオタード、短パン、
バレエシューズなど。

バー、センター 4 後期まとめ

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

9

10

バー、センター 4 グランワルツ

バー、センター 4 グランワルツ8

バー、センター、テスト 実技 10 アレグロテスト

バー、センター 4 アレグロ

バー、センター 4 アレグロ

バー、センター、テスト 実技 10 ワルツ&ピルエット テスト

バー、センター 4 ワルツ&ピルエット

前期の復習

バー、センター 4 ワルツ&ピルエット

1

内容 点数

バー、センター 4

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

テーマパークのオーディション、エンターテイナー
に必要なバレエのスキルを習得する。基本的なバレ
エの動きの習得。

授業形態：講義

2週同じパの練習をして3週目にテスト。繰り返しやるこ
とで身体が自然に覚えるまで練習する。レベルの格差も縮
めていき、後期の最後には全員同じことができるようにす
る。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

区分

講師名 池本優海

授業計画書

学部 昼
科

コー
ス

ダンスエンターテイナー 年次

2 クラス Ｓ２

1 必修 専門科目



 

区分

講師名 西岡裕子

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンス・エンターテイナー 年次

2 クラス S2

1 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

テーマパークダンサーに必要不可欠な表現力を強化
し、人前に立ち自分を表現することで人を喜ばせるこ
との楽しさ、難しさを知る。
自分の言葉で自分の想いを伝えられる自信を手に入
れ、それをダンスに活かす。
全国各地どのテーマパークでも通用する表現力を養
う。

授業形態：講義

期末発表会に向け、シアタートレーニングや演劇作品の創作に
取り組む。
ジャージなどの動きやすい服装で出席のこと。スカートやスー
ツ、ヒールなど、動きが制限される服装での出席は認めませ
ん。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

仲間のことを知る。

シアタートレーニング・台本 前期よりも難しいトレーニングに挑戦

1

内容 点数

シアタートレーニング

キャスティング 自分の役割の把握・理解

シアタートレーニング・台本 発想力の強化・発表作品の理解

作品創作 実技 30 台詞はすべて覚えて

作品創作 動きや立ち位置をしっかり覚える

9

10

作品創作 実技 20 台詞・動きともに完成させる

作品創作 細かな部分の修正8

作品創作 役の感情を考え表現してみる

11/13　セリフ暗記テスト…３０点
12/4・1/15　動き・セリフ・表現力テスト…20点/30点
試験WEEK発表会…２０点

計１００点満点

追試が発生した場合は、追試申請書提示の回で行う。
必ず公欠になった次の週の授業開始前に提示すること。
※内容は授業内テストと異なる

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

演劇台本

1年振り返り
自分を振り返り来年にむけての目標を
立てる。

13

14

試験ＷＥＥＫ
合同発表会

実技 20 今までやってきたことに自信を持って

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

最終リハーサル すべて本番通りに通す。

11

12

作品創作 音響・照明含め作品完成

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

実技

総時間数 30 単位数

科目名 芝居表現トレーニングⅡ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

劇団ひまわりにて演劇の基礎を学び、俳優活動歴２２
年。

作品創作

2

3

4

30
年内に創ったものからさらに上を目指
す。



 

区分

講師名 岩村萌華

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンスエンターテイナー科 年次

2 クラス T

2 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

前期で習得した基礎をより難易度の高いコンビネー
ションに繋げ、オーディションで発揮する。

授業形態：講義

①バーレッスン②センターレッスン③体力作り(バレエに必要
なインナーマッスルの強化)

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

前期で習得した基礎を強化

基礎再確認 実技 5 前期で習得した基礎を強化

1

内容 点数

基礎再確認 実技 0

基礎再確認 実技 10 前期で習得した基礎を強化

基礎再確認 実技 5 前期で習得した基礎を強化

フロア強化 実技 10 難易度の高い振付に慣れる

フロア強化 実技 0 難易度の高い振付に慣れる

9

10

表現力強化 実技 10
踊りによって表現力を変える力をつけ
る

ターン強化 実技 10
ピルエットやシェネなどのターンに慣
れる

8

ターン強化 実技 0
ピルエットやシェネなどのターンに慣
れる

追試は全て母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

CD　必ずレオター
ド、タイツ着用。　T
シャツや体のラインが
隠れてしまうものは
NG。　髪型も首のラ
インがしっかり見える
ように。

１年間の授業まとめ 実技 10
習得した内容の復習。オーディション
や仕事に繋げる

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

試験ＷＥＥＫに向けて集大成 実技 10 試験WEEKの振付強化

11

12

試験ＷＥＥＫに向けて集大成 実技 0 試験WEEKの振付強化

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

実技

総時間数 30 単位数

科目名 バレエ応用Ⅳ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

貞松浜田バレエ団出身、コンクール多数受賞、ダンサー
として国内外で活躍。指導歴10年。オーディションの
審査員など幅広く指導及び振付出演を手掛ける。

表現力強化

2

3

4

10
踊りによって表現力を変える力をつけ
る



 

代講
10/1 ダンスレッスン 実技 5 授業内容を把握し、実践する

10/8 授業説明・ダンスレッスン 実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

10/29
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

10/15
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

11/12
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

11/5
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

11/26
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

11/19
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

12/10
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

12/3
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

1/28 試験課題の振り付け 実技 5 内容を理解し自分の踊りとする

1/21
バレエJAZZの基礎・STREET
リズム・振付

実技 5 授業内容の消化・次回の目標を立てる

区分

講師名 TAKESHI

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンスエンターティ

ナー
年次

2 クラス T

2 必修 専門科目

内容 点数

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

全てのダンスジャンルにおける基本の底上げをし、
応用力を高める。あらゆるオーディションに向け技
術の向上と共に、技術面だけでは無く、精神面も鍛
え自分をコントロールするスキルを身に付ける。卒
業後の次なるステップに行ける様、全面的にバック
アップする。

授業形態：実技

JAZZ・バレエの基礎から入り、ターンコンビネーション
やステップの練習。ストリートダンスのアイソレーション
とリズムトレーニング。様々なダンスの振り付けを展開
し、それを早く覚え自分の踊りとする稽古。オーディショ
ン対策。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

講師選曲による、振り付けを踊る。フリーダンス有り。個人を最大限にアピールする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

13

14

これまでの総復習および就職セミナー等
各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

2/18 まとめ 実技 5
卒業後の自分の進路や目標について想像
する

2/4 試験ＷＥＥＫ 実技 35 持ち込み：なし

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 FREESTYLEⅡ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

関西・関東のテーマパークに約３年エンターティナー契約
で勤務。契約終了後、TV・舞台・コンサート等でダン
サー兼振付師として数多くの作品に携わり今年で業界キャ
リア24年目となる。

2

3

4

11

12

9

10

8

1

1



 

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

あり

総時間数 30 単位数

科目名 HIPHOP IV

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

USJでは1年間パレードダンサーとして勤務。 様々な
チームコンテストで入賞。 各メディアや、海外7カ国
以上でのパフォーマンス。

リズム、アイソレ、ルーティン

2

3

4

6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

試験WEEK用の振り渡し②
ルーティン➀と残りのルーティン➁練
習

11

12

試験WEEK用の振り渡し➀
約1分くらいの長めのルーティン覚えて
もらう①

毎授業毎にテストあり。 配点：6点 試験WEEK前後のテストは無し。

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

振り作り、発表 なし
これまでの習得した物で作品を作り出
し、発表

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：なし

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

9

10

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

8

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6
ルーティンをこの授業で習得、練習、
発表

1

内容 点数

リズム、アイソレ、ルーティン あり 6

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

オーディション対策はもちろん、基礎力、応用力共にス
キルアップを目指していけるように前期よりもよりレベ
ルアップしたレッスンを行います。

授業形態：講義

リズム、アイソレで基礎力も段々とアップしつつ、毎回変わ
る ルーティンも覚え、フリ覚えの早さも身につけてもらいま
す。 発表もして、本番での力の出し方も学んでいかせます。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

区分

講師名 HITOMI

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンスエンターテイ

ナー科
年次

2 クラス T

2 必修 専門科目

1



 

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 ＪＡＺＺⅦ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

オリエンタルランド、ＵＳＪにてダンサーとして約１０
年活動。テーマパーク、各種イベントなどの振付。

ＪＡＺＺレッスン　作品

2

3

4

5
作品を作る過程での自分の役割と動き
方を体感しプロとしての活動に活かす

試験の振付発表 5 試験に向けトレーニング

11

12

ＪＡＺＺレッスン　作品 5
協調性を身につけ、作品を仕上げてい
く

追試は全て母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

作品発表 5 作品を発表、評価を頂き糧にする

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

9

10

ＪＡＺＺレッスン　作品 5
作品を作る過程での自分の役割と動き
方を体感しプロとしての活動に活かす

クロスフロア強化 5
オーディション対策のクロスフロア
レッスンで基礎を強化

8

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション２発表 5
コンビネーションを発表　緊張の中で
出し切りフィードバックで課題を明確
に

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション２ 5
前回の授業からさらにテクニックを強
化し完成度を高める

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション２ 5
授業内で仕上げるためのペース配分を
考え実践する

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション１発表 5
コンビネーションを発表　緊張の中で
出し切りフィードバックで課題を明確
に

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション１ 5 テクニックを高める

ＪＡＺＺの基本を復習し深める

ＪＡＺＺレッスン　コンビネーション１ 5 曲にあった表現で伝わる踊りをする

1

内容 点数

基礎力強化　前期振り返り 5

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

振付を正確に早く覚え習得し、短い練習時間で発表と
いう形でオーディショントレーニングをする。基礎力
強化も引き続き行い、プロとして活動するための基盤
を築く。

授業形態：講義

アップから始まり、ＪＡＺＺのテクニックをより強化してい
く。クロスフロア、コンビネーションでは技術を高め表現の
幅広げていく。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

区分

講師名 ＲＩＮ

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンスエンターテイナー科 年次

2 クラス T

2 必修 専門科目



 

区分

講師名 岡 麻利菜

授業計画書

学部 昼
科

コー
ス

ダンス・エンターテイナー科 年次

2 クラス T

2 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

□基礎的な筋力トレーニングの方法を学ぶ
□特有の動きや演じ方・感情の表現方法を学ぶ
□キャラクターをサポートする上で必要な知識を身
につける
□課題を通じ、自分の意思や考えを表現・伝える力
を身につける

授業形態：講義

ウォーミングアップ・筋力トレーニング/全回
□役柄を演じながら踊る（ダンス）
□セリフに合せて動く（アクション）
□キャラクターグリーティングを想定し、キャラクターお
よびサポートをするスタッフ双方の立場になって考察する

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

限られた時間内で振りを覚え、踊る

ダンス（キャラクター）② 5
曲中でフリーアクティング（課題）を
行う

1

内容 点数

・講師自己紹介、後期授業概要説明
・ダンス（キャラクター）① 5

ダンス（キャラクター）④ 実技 10
役に合わせた動きやダンス、表現をす
る
オーディションを想定したテスト行う

・感情を動きで表現する
・ダンス（キャラクター）③ 5
役に合わせた動きやダンス、表現をす
る

キャラクターグリーティングについて学ぶ① 5
サポートをする上での衣装の扱い方や
注意点を学ぶ

・キャラクターについて考察する
・ダンス（キャラクター）⑤ 5
キャラクター設定を考察し、そのキャ
ラクターの特性を理解する

9

10

・ダンス（キャラクター）⑦
・コスチュームを身につけて踊る 5
コスチュームを着用し役に合わせた動
きやダンス、表現をする

ダンス（キャラクター）⑥ 5
役に合わせた動きやダンス、表現をす
る

8

キャラクターグリーティングについて学ぶ② 5
実践レベルでキャラクターグリーティ
ングを行う

10/24 ダンス（キャラクター）テスト








※追試無し（母数減らしにて対応）

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

・動きやすい服装
・ダンスシューズ
・水分/タオル

＊コスチューム着用時
（11/14、11/21、
12/5）はバンダナ・
着替えを多めに持参し
て下さい。

まとめ 5
試験ウィークをふり返り、フィード
バック・フォローアップを行う

13

14

試験ＷＥＥＫ ・ダンス
・フリーアクティング

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

・ダンス（キャラクター）⑨
・アクティング 5
試験ウィーク課題の振り写し及びアク
ティングの課題出題

11

12

ダンス（キャラクター）⑧ 5 試験ウィーク課題の振り写し

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 キャラクタートレーニング応用Ⅱ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

テーマパークにて８年間エンターテイナーとして勤
務。出演のほか、ショーの企画・演出補助や振付を
担当。

アクティング

2

3

4

5
複数人で一つの課題（アクティング）
を行う。



 

区分

講師名 田村さやか

授 業 計 画 書

学部 昼
科

コース
ダンス・エンターテイナー科 年次

2 クラス T

2 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

・ダンスの作品、有名な振付を体験することで、表現
力向上に繋げる。
・より多くの振付にたずさわることで記憶力強化を目
指す。

授業形態：講義

基礎（柔軟・筋トレ）、ターンやジャンプなど踊るための基本
を行いコンビネーションをマスターさせる。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

振付を覚える

Catch me 5 振付を覚える

1

内容 点数

Catch me 5

Catch me　テスト 10 世界観を意識する

Catch me 5 振付を覚える

Fosse 5 振付を覚える

Fosse 5 振付を覚える

9

10

クリスマス 10 振付を覚える

Halloween 10 振付を覚える8

Fosse　テスト 10 細かいニュアンスば出せているか

公欠扱いはすべて母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

Wait for you 10 発表

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

Wait for you 10 振付を覚える

11

12

Wait for you 5 振付を覚える

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 ダンス発表トレーニングⅠ（キャリアプランニングⅢ）

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

某大阪テーマパークにてダンサー、振付などで約15年
以上勤務。劇団、スタジオ、スクールにて指導しなが
ら、テーマパークで振付演出に携わる。

あとひとつ

2

3

4

10 振付を覚える



 

区分

講師名 田村さやか

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンス・エンターテイナー科 年次

2 クラス T

2 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

・人前で披露する作品、学園最後の集大成を学生自ら
作成する。2年間学んだ事をいかし、構成や振付、音楽
を一から考えまとめていく。

授業形態：講義

前半は作品づくり、後半はオーディション対策に挑む

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

作品づくり

文化祭 5 〃

1

内容 点数

文化祭 5

文化祭 10 〃

文化祭 5 〃

文化祭 5 〃

文化祭 5 〃

9

10

振付 10 振付を覚える

反省会 10 ビデオ鑑賞・レポート8

文化祭 10 ゲネ

公欠扱いはすべて母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

まとめ 10 発表

13

14

試験ＷＥＥＫ 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

コンビネーション③ 10 〃

11

12

コンビネーション② 5 〃

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 ダンス発表トレーニングⅡ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

某大阪テーマパークにてダンサー、振付などで約15年
以上勤務。劇団、スタジオ、スクールにて指導しなが
ら、テーマパークで振付演出に携わる。

コンビネーション①

2

3

4

10 表現力強化



 

区分

講師名 満

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンス・エンターテイナー 年次

2 クラス T

2 必修 専門科目

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

オーディションシーズンに入る為、実践を中心とした
レッスンを行いバレエ的な動きを滑らかに使える様に
する。

授業形態：講義

バーレッスンの基本〜センターレッスン〜テストに向けての
振り付け
エンターテイナーになるという事の理解と共に、社会人とし
てプロとしての責任を伝える。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

基本に始まる事の理解

基本＋細かい動き＋フロアトレー
ニング

実技 10 早く細かい動きができる様に

1

内容 点数

バーレッスン＋センター（基本） 実技 0

基本＋細かい動き＋フロアトレー
ニング

実技 10 応用が出来るのか確認

基本＋細かい動き＋フロアトレー
ニング

実技 10 応用が出来るのか確認

基本＋大きなジャンプ＋FT 実技 10 応用が出来るのか確認

基本＋大きなジャンプ＋FT 実技 10
ダイナミックなジャンプ・形が出来る
様に

9

10

基本＋総合＋FT 実技 10 全てのテクニックの確認

基本＋総合＋FT 実技 10 全てのテクニックの確認8

基本＋総合＋FT 実技 10 全てのテクニックの確認

追試は全て母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

CD・DVD

基本＋１年間のまとめ 実技 0 更なる向上心のアップ

13

14

試験ＷＥＥＫ 実技 20 持ち込み：CD

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

基本＋テスト振り付け 実技 0 考えずに動ける様になる

11

12

基本＋テスト振り付け 実技 0 踊り込む

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

実技

総時間数 30 単位数

科目名 バレエ応用Ⅲ

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

志摩スペイン村　１年
USJ                       ３年
バレエ客演　　　１７年

基本＋テスト振り付け

2

3

4

0 振り付けを覚える

1



 

5

6

7

15 総まとめおよび各種行事

総時間数 30 単位数

科目名 卒業制作（MCトレーニングⅢ）

担当講師の
実務経験 〇

実務
経歴

USJで8年アクターとしてショーに出演。テーマパー
ク、結婚式などでパフォーマーとして働く

↓②発表

2

3

4

10
これまでのことを生かし、伝え表現で
きているか見直す

試験に向けて通し 10 楽しくしゃべり、伝える事

11

12

試験内容を構築 5 自分が輝く方法を考える

授業を全て母数減らしとする

Ａ　８０点以上

Ｂ　７０点以上

Ｃ　６０点以上

Ｄ　５９点以下

振り返り 自分の課題と目標を作り今後に生かす

13

14

試験ＷＥＥＫ あり 25 持ち込み：

これまでの総復習および就職セミナー
等各種行事の準備を行う。

テスト・追試詳細 達成度評価 使用教材

9

10

ショートレーニング① 5 自分の声、言葉にして表現する

↓③発表 10
表現にしたい声、体を使えているか客
観的に見れる力をつける

8

↓② 5 自分で考え魅せる力をつける

テーマを与えて作品を作る① 5 色々な表現方法を学ぶ

模擬オーディション 10 短時間でアピールする力をつける

↓③振り返り 5 自分への課題を作る

↓②発表 5 声と体で大きく表現する

自分の声を知る。伝える声を作る

ショートレーニング①発生、台本
の分析

5 声の表現、台本の分析能力をつける

1

内容 点数

自己紹介

授業のねらい・学期の達成目標 授業概要と進め方

ダンサーがMCを勤めることが多くなってきた今、体だ
けでなく声を使い表現し『言葉を伝える』ということ
を習得する。パフォーマーとしての魅せ方を習得しプ
ロとしての輝くための力をつける。

授業形態：講義

自分の声を知り、どう表現に繋げていくかを学んでもらう。ま
た、声だけではなく台本の分析能力を上げる力をつける。

実施
回数

授業スケジュール
授業内テスト

各回の到達目標
特記
事項

区分

講師名 さかな・建ん語

授業計画書

学部 昼
科

コース
ダンスエンターテイナー科 年次

2 クラス T

2 必修 専門科目


